
遠
隔
操
作
形
式

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
水
門
の
開
閉

が
で
き
る
。

・
自
宅
や
外
出
先
か
ら
遠
隔
操
作
が

可
能
と
な
り
、
ほ
場
へ
の
移
動
等
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
水

温

や

水

位
等

の

デ

ー

タ
が

確

認

で

き
、

予

期

し

な
い

漏

水

等

が
あ

れ

ば

、

異
常

を

報

告

し
て
く
れ
る
。

リ
モ
コ
ン
操
作
形
式

・
自
動
給
水
栓
の
近
く
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
リ
モ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
ほ
場
の

巡
回
中
に
車
内
か
ら
水
門
の
開
閉
が

可
能
で
あ
る
。

・
タ

イ

マ

ー

設
定

に

よ

り

指
定

し

た

時

間
に

給

水

す

る
こ

と

も

可

能
。

・
通

信

費

等

が
不
要
で
あ
る
。

新
川
管
内
に
お
い
て
、
自
動
給
水

栓
の
導
入
は
当
地
区
が
初
の
試
み
で

す
。
他
の
地
区
に
自
動
給
水
栓
を
導

入
す
る
際
に
は
、
こ
の
実
証
結
果
が

活
用
さ
れ
ま
す
。

指
導
課
計
画
班
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
本
井
雅
也
で
す
。
大
学
で
は
農

業
土
木
に
つ
い
て
学
ん
で
お
ら
ず
自

然
科
学
系
を
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
は
班
の
先
輩
方
の
業
務
の
お
手
伝

い
を
し
た
り
実
際
の
現
場
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
日
々
勉
強
に

励
ん
で
お
り
、
実
家
が
農
家
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
大
変
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
趣
味
は
筋
ト
レ
で
す
！

今
は
ま
だ
は
じ
め
た
て
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
何
事
に

も
パ
ワ
フ
ル
に
取
り
組
み
た
い
で
す
！

農
地
整
備
第
一
班
で
農
地
整
備
事

業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
出
身
は
新

潟
県
上
越
市
で
す
。

富
山
県
の
土
地
勘
が
な
い
こ
と
な

ど
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
の

サ
ポ
ー
ト
の
も
と
業
務
に
取
り
組
み
、

ま
ず
は
多
く
の
知
識
や
仕
事
の
進
め

方
な
ど
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

富
山
県
の
農
業
農
村
の
発
展
へ
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

桜
井
高
校
土
木
科
を
卒
業
し
、
今

年
か
ら
入
善
土
地
改
良
区
に
入
り
ま

し
た
。
高
校
で
は
野
球
部
の
主
将
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
家
が
農
業
を
や
っ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
農
業
に
つ

い
て
の
知
識
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で
新
川
農
林

さ
ん
で
三
つ
の
班
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
こ

と
を
学
べ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
質
問

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（１） 新川水土里たより 第19号 令和元年7月4日（木） 新川水土里たより 第19号 令和元年7月4日（木） （４）

新川農林振興センター農業農村整備広報・広聴連絡会 〒937-0863 魚津市新宿10-7 0765(22)9137【指導課】

新川農林振興センターホームページ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1630/index.html

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、

文
字
ど
お
り
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。
私
も
４
月
に
着
任

し
た
こ
の
新
職
場
で
管
内
農
林
業
の

持
続
的
発
展
に
全
力
投
球
し
よ
う
と

心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

産
地
間
競
争
の
激
化
、
後
継
者
不
足

に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
や
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
発
効
、
次
に
控
え
る
ア
メ
リ
カ

と
の
貿
易
交
渉
な
ど
、
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
県
と
し
て

は
令
和
元
年
度
の
農
業
農
村
整
備
事

業
予
算
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
を

大
き
く
上
回
る
額
（
当
セ
ン
タ
ー
１

４
０
％
）
を
確
保
し
て
お
り
、
管
内

の
事
業
展
開
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

特
に
、
管
内
農
業
の
基
幹
で
あ
る

米
に
つ
い
て
は
、
高
品
質
で
食
味
が

良
い
米
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新
品
種
「
富
富

富
」
に
つ
い
て
は
本
格
デ
ビ
ュ
ー
か

ら
２
年
目
で
面
積
倍
増
と
な
り
、
今

後
も
、
富
山
米
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
消
費
者
の
皆
様
か
ら
の
高
い

評
価
が
定
着
す
る
よ
う
、
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
水
田
を
フ
ル
活
用
し
た
大

豆
や
大
麦
、
ね
ぎ
等
１
億
円
産
地
づ

く
り
の
戦
略
品
目
を
は
じ
め
園
芸
作

物
の
拡
大
な
ど
を
一
層
推
進
す
る
ほ

か
、
輸
出
も
視
野
に
入
れ
た
国
際
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
推
進
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
元
気
な
富
山
県
農
業
と
魅
力

あ
る
農
村
づ
く
り
を
ご
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
各

種
事
業
推
進
へ
の
ご
理
解
と
農
村
振

興
の
多
彩
な
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

あ

げ
ま
す
。

当
課
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
、

都
市
農
村
交
流
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、

更
に
は
、
６
次
産
業
化
や
地
産
池
消
、

林
地
開
発
、
保
安
林
の
許
認
可
な
ど

多
種
多
様
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。今

年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
川
地
区
獣
肉
生
産
組

合
（
黒
部
市
・
魚
津
市
事
務
局
）
が

整
備
し
た
「
新
川
地
区
獣
肉
加
工
施

設
」
（
※
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

の
運
営
支
援
で
す
。
ま
た
、
第
５
期

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
令

和
２
年
度
か
ら
円
滑
に
導
入
で
き
る

よ
う
、
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
庁
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
、
広
く
中
山
間
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
課
長
補
佐

神
谷

光
洋
】

当
課
で
は
、
セ
ン
タ
ー
で
発
注
し

た
土
地
改
良
事
業
や
森
林
整
備
事
業

新
時
代
の
農
業
・
農
村
の
振
興
に
向
け
て

所
長

津
田

敏

【
あ
と
が
き
】

今
年
度
を
迎
え
、
計
画
班
に
は
上
記
の
新
規
採
用
職
員
が
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
6
月
か
ら
は
入
善
土
地
改
良
区
よ
り
さ
ら
に

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人
材
が
派
遣
さ
れ
、
二
人
か
ら
質
問
を
受
け
る

た
び
に
、
自
身
の
知
識
の
乏
し
さ
と
諸
先
輩
方
の
偉
大
さ
を
実

感
し
ま
す
。
偉
大
な
先
輩
方
を
目
標
に
し
て
、
令
和
元
年
も
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
計
画
班

】

第１9号

「とやま水土里探訪ブログ
（富山県農村整備課）」

https://www.facebook.com/

toyama.nousonsebi

フェイスブック
やってます！

本井 雅也 技師
も と い ま さ や

指導課

計画班

■
企
画
振
興
課

山本 航生 技師
や ま も と 　 こ う き

入善土地改良区

罍 実佳子 技師
も た い み か こ

農村整備課

農地整備第一班

■
管
理
検
査
課



■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

愛
本
新
用
水
地
区

（
黒
部
市
・
入
善
町
）

水
路
閉
塞
に
伴
う
溢
水
及
び
法
面

崩
壊
に
よ
る
水
路
直
下
の
民
家
等
へ

の
甚
大
な
被
害
を
未
然
に
防
止
し
ま

す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

前
沢
用
水
地
区
（
黒
部
市
）

山
側
法
面
の
土
砂
崩
壊
等
に
伴
う

甚
大
な
溢
水
及
び
斜
面
崩
壊
被
害
を

未
然
に
防
止
し
ま
す
。

■
農
業
水
路
等

長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業

新
川
地
区
（
黒
部
市
）

昨
年
度
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
た

め
池
の
決
壊
被
害
を
受
け
、
た
め
池

の
安
全
性
に
つ
い
て
注
目
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
現
在
使
用
・

管
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
池
も
数
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、
放
置
た
め
池
の

廃
止
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
国
の
定
額
助

成
に
よ
る
た

め
池
の
廃
止

が
可
能
と
な

り
、
当
年
度

よ
り
、
写
真

の
2
池
を
廃

止
し
ま
す
。

阿
窪
の
森
工
房
（
黒
部
市
）

本
施
設
は
、
平
成
31
年
２
月
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
川
地
区
獣
肉
生
産
組

合
が
黒
部
市
窪
野
地
内
に
整
備
し
た

施
設
で
す
。

近
年
黒
部
市
・
魚
津
市
に
お
い
て
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
新
川
地
区
獣
肉
生

産
組
合
で
は
、
そ
の
イ
ノ
シ
シ
を
有

効
活
用
し
、
中
山
間
地
の
地
域
資
源

創
出
の
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

本
施
設
で
は

黒
部
市
・
魚
津

市
で
捕
獲
さ
れ

た
イ
ノ
シ
シ
肉

を
「
に
い
か
わ

ジ
ビ
エ
」
と
し

て
販
売
中
で
す
。

昨
年
度
よ
り
、
五
箇
庄
北
部
地
区

（
下
新
川
郡
朝
日
町
）
に
て
、
自
動

給
水
栓
に
よ
る
水
管
理
省
力
化
の
実

証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
実
証
で
は
、
操
作
形
式

の
異
な
る
二
種
類
の
自
動
給
水
栓
を

使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
や
課
題

を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

実
験
に
使
用
す
る
二
種
類
の
自
動

給
水
栓
の
特
徴
を
次
に
示
し
ま
す
。

の
検
査
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

工
事
発
注
の
段
階
で
は
基
準
に
照

ら
し
て
審
査
し
、
工
事
途
中
の
段
階

で
は
、
工
事
に
遅
れ
は
な
い
か
等
を

確
認
し
ま
す
。
最
後
に
、
出
来
上
が
っ

た
工
事
成
果
物
に
問
題
点
が
な
い
か

を
確
認
す
る
完
成
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

工
事
成
果
物
が
、
農
作
業
の
軽
減

と
農
業
生
産
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
願
っ
て
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

【
課
長

江
尻

昭
宏
】

当
課
で
は
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の

両
面
か
ら
農
業
農
村
の
振
興
に
繋
が

る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
班
で
は
、
県
営
土
地
改
良
事

業
の
計
画
や
各
種
振
興
計
画
等
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
今

年
度
は
「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及

び
保
全
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
を

機
に
農
業
用
た
め
池
を
巡
る
課
題
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

指
導
班
で
は
、
団
体
営
事
業
の
支

援
・
指
導
や
土
地
改
良
区
の
機
能
強

化
・
運
営
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
１
０
月
に
は
、
黒
部
市
に
お

い
て
、
優
れ
た
地
域
活
動
等
を
情
報

発
信
し
、
土
地
改
良
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
を
促
進
す
る
『
水
土
里
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
沢
山
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
課
長

宮
崎

雅
仁
】

当
課
は
、
農
業
の
持
続
的
発
展
を

後
押
し
す
る
た
め
、
農
業
生
産
活
動

の
基
盤
と
な
る
土
地
改
良
施
設
の
整

備
・
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
補
正
予
算
と
当
初
予

算
を
加
え
た
１
４
ヶ
月
予
算
と
し
て

対
前
年
度
比
約
１
４
０
％
の
多
額
の

予
算
が
配
当
さ
れ
て
お
り
、
①
農
業

用
水
の
管
理
労
力
の
削
減
を
図
る
取

水
施
設
の
遠
隔
操
作
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、

②
農
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
農
地

の
大
区
画
化
や
汎
用
化
、
③
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
農
業
用
水
路
や
た

め
池
の
整
備
、
な
ど
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

課
員
一
同
、
地
域
の
皆
様
の
声
を

お
聴
き
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
課
長

室

信
博
】

新
た
に
６
地
区
の
県
営
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
元

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

出
島
地
区

（
黒
部
市
）

昭
和
１
０
年
代
に
整
備
さ
れ
た
農

地
の
大
区
画
化
や
客
土
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
当
地
区
の

生
産
性
向
上
と
農
業
競
争
力
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

入
善
北
部
地
区

（
入
善
町
）

昭
和
４
５
年
か
ら
５
０
年
に
か
け

て
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
で
整
備
さ

れ
た
用
水
路
の
更
新
整
備
及
び
一
部

田
で
は
区
画
整
理
・
客
土
を
行
い
、

農
地
集
積
・
集
約
化
を
図
る
と
と
も

に
、
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
等
の
収

量
・
品
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

早
月
加
積
北
部
地
区
（
滑
川
市
）

昭
和
４
７
年
か
ら
平
成
５
年
に
か

け
て
県
営
ほ
場
整
備
事
業
「
早
月
加

積
地
区
」
で
整
備
さ
れ
た
用
排
水
路

の
更
新
整
備
及
び
耕
土
厚
不
足
が
生

じ
て
い
る
田
へ
の
客
土
を
行
い
、
農

地
集
積
・
集
約
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
豆
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
等
の
収

量
・
品
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

新川水土里たより 第19号 令和元年7月4日（木） （２）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（３） 新川水土里たより 第19号 令和元年7月4日（木）

総事業費：350百万円

受益面積：374.3ha

事業内容： 用水路工 Ｌ=780m

工期：Ｒ１～Ｒ5

担当：水利防災班

総事業費：220百万円

受益面積：６１.3ha

事業内容：用水路工 Ｌ=630m

工期：Ｒ１～Ｒ5

担当：水利防災班

■
農
村
整
備
課

■
指
導
課

総事業費：５０百万円

事業内容：ため池廃止工 1式

工期：Ｒ１～Ｒ２

担当：水利防災班 窪野上池

北枕野池

ももクロ 春の一大事

一時処理室

（イノシシの解体）

総事業費：１,200百万円

受益面積：49.4ha

事業内容：区画整理工 Ａ=49.4ha

客土工 Ａ=21.0ha

工期：Ｒ１～Ｒ9

担当：農地整備第二班

溢水被害

法面崩壊による水路閉

用水路からの漏水状況

総事業費870百万円

受益面積：149.5ha

事業内容：用水路工 Ｌ=13,023ｍ

排水路工 Ｌ=2,133m

客土工 Ａ=1.5ha

工期：R1～R7

担当：農地整備第一班

用水路の状況（側壁クラック）

総事業費：690百万円

受益面積：83.1ha

事業内容：用水路工L=6,693ｍ

区画整理工 Ａ=5.5ha

客土工 Ａ=2.1ha

工期：Ｒ１～Ｒ７

担当：農地整備第一班

【購入先】

ＮＰＯ法人新川地区獣肉生産組合

黒部市窪野910番地 TEL:0765-54-2081

【価格】100g当たり

ﾛｰｽ(ﾌﾞﾛｯｸ) ：500円

ﾛｰｽ(ｽﾗｲｽ) ：600円

ﾓﾓ/ﾊﾞﾗ(ﾌﾞﾛｯｸ)：300円

ﾓﾓ/ﾊﾞﾗ(ｽﾗｲｽ) ：400円

（代表的な部位）

田家新

新川地区獣肉加工施設

北
陸
自
動
車
道

ふ
る
さ
と
農
道

旧
８
号
線


